
建築構造設計の支援

想定される適用分野・用途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・目的）
建築技術の発展と共により高度で洗練された構造設
計の技術が求められています。確かな経験に基づく
柔軟な発想を養い、木造を主体とした構造設計の手
法と建築士の資格取得への支援を行います。

(概 要）
木造を主体としながら構造種別によらない思考に
よって弱点を補う事でハイブリッドへの可能性や
構造デザインについて探究します。

(期待される効果）
求められる多様な空間に対して、必要な構造のディ
テール等を研究し普遍化する事で広く社会に提案で
きるようにする。

このテーマのキーワード 木造構造設計、建築構造設計

関連するＳＤＧｓ開発目標

研究内容(社会背景・目的、概要、期待される効果）

●組織設計事務所、構造設計事務所、
建設業

●木造住宅の設計・施工

●木質構造についてモックアップや実験
に基づいた確かな提案をします。

●構造設計全般に対応します。
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